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1. はじめに

1-1, 取り組みの概要

近年， グローパノレ人材の育成を目指し，我が国でもSTEM教育の充実が求められている。 小学校において

は， 2020年度からプログラミングが必修化される等， Technology（技術），Engineering （工学）の領域におけ

る教育の充実を図る動きが今後ますます加速すると考えられる。そこで重視されるのは 「つくる」という活動

であり，3Dプリンターやレーザー加工機といったデ、ジタル工作機械による次世代のものづくり 「デ、ジタル・

ファブリケーション」が注目を集めている。

現在， 普通科の高等学校から大学の理工系学部に進学する生徒の中で，高校時代に実践的なものづくりの経

験を持つ生徒は少なく，本校においても同様である。これは，普通科の高等学校において，技術教育，工学教

育を直接的に担う教科が無く，理科や情報などの関連教科で触れる程度に留まっていることが原因のーっと考

えられる。 情報の授業においては，プログラミングを扱う 「情報の科学」とし、う選択科目が設定されているも

のの， 全国的に履修者は極端に少ない。このような現状から，理工系学部の学部学科に対する適性を測ること

が難しく，進路選択のミスマッチが起こる可能性がある。

2013年の夏休みに鳥取県主催「鳥取県ものづくり体験研修」が3

日間に渡って開催され，本校からも 10数名の生徒が参加した。

（日g.l）これは，チームで協力して船の製造ラインを設計し， レ

ゴブロックを用いて組み立て，プログラムによって動かすというも

のである。生徒たちはチームで意見を交わしながら試行錯誤を繰り

返し製造ラインの完成時には大きな歓声が上がるほどの盛り上が

りで、あった。このような経験は，理工系学部への進路意識とともに，

コミュニケーションカや問題発見・解決能力等の汎用的能力を育む

という面でも期待される。

以上のことから，普通科の高校から大学の理工系学部に進学する

Fig.I.鳥取県ものづくり体験研修の様子
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生徒にとって，実践的なものづくりの経験は重要であり，生徒たちが自由なものづくりを通じて試行錯誤でき

るような環境を整える必要があると考えた。そこで，次に紹介するFabLab （ファブラボ）を参考にしな

がら，地域に開かれたものづくり実験工房をあえて校外に立ち上げ，デ、ジタル・ブアプリケーションを通して，

生徒の技術・工学の専門性や汎用的能力を育てるための部活動を始めた。現在は，その工房を活用したものづ

くりを楽しむとともに，高校と地域を結ぶ架け橋となるべく，地域のイベントにも積極的に参加している。

1-2. F a b L a b （ファブラボ）

ファブラボは，デ‘ジタルからアナログまで多様な工作機械を備えた，実験的な市民工房のネットワークであ

り，個人によるものづくりの可能性を拡げ， 「自分たちの使うものを，使う人自身がつくる文化」を醸成するこ

とを目的としている。ファブラボの起源は，マサチューセッツ工科大学のニール・ガーシェンフェルド氏の「（ほ

ぽ）すべてのものをつくる」をテーマにした講義である。

2002年からスター卜したファブラボの活動は全世界に急速に拡がっており，現在では400カ所以上ものフア

ブラボが存在している。日本では， 2010年に慶膝大学SF Cの田中治也氏によって， 「FabLabJapanJが設立

され，現在では鎌倉をはじめ全国20カ所以上にファブラボが存在している。鳥取県では， 2014年 5月に圏内

8番目のファブラボとして「ファブラボとっとり」がオープンしたことが記憶に新しい。

1-3. 地域に聞かれた実験工房FL@M 

2014年5月のファブラボとっとりのオープンに合わせて，鳥取城

北高校は，地域に開かれたものづくり実験工房 「FL@M（ブラム）」

を校外に立ち上げた。 FL@Mは，鳥取市内の鹿野街道沿いにある

鮮魚店「（株）井上勝義商店」の協力を得て，小売店舗2階の倉庫を

改修して作られた。（Fig.2）改修にあたっては，生徒たちゃ地域の方

と協力して，約半年以上をかけて行った。（Fig.3,Fig.4) 

FL@Mは， Make（こしらえる）, Learn （まなぶ）, Shar巴（わかち

あう）をコンセプトとして，地域の人々が集い，個人によるものづく Fig.2.井上商店の小売店舗（鳥取市元魚町）

りを通じて，互いに学び合えるコミュニティ ・ラボを目指している。

工房内は， W i-F iをはじめ，多様な工作機械等，デ、ジタル・フアプリケーションを実践するための環境が

整っている。地域への開放は土曜日曜の午前中としており，利用者に対するサポートは本校の教員で、行ってい

る。

日g.3. 倉庫の改修作業を行う生徒たち Fig.4. 地域に開かれたものづくり実験工房FL@M 
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1-4. F L@Mの工作機械

FL@Mに設置した工作機械は，ファブラボの標準機材・奨励機材を参考にしており，次に紹介するデジタ

ノレ工作機械の多くは， PCを一台ずつ接続して制御している。

(1) 3 Dプリンター

3Dプリンターは3Dデータを樹脂等の材料を積層して造形する装置である。現在では，金属やたんぱく質

など様々な材料を用いて造形するタイプもあるが，ABSやPL A等の樹脂で造形するタイプが一般的である。

FL@Mには3種類の3Dプリンターを設置している。（Fig.5)

(2) レーザー加工機

レーザー加工機はレーザー光を利用して切断加工や彫刻加工を行う工作機械である。デジタルデータがあれ

ば比較的容易に加工できるため，ファブラボでは多く用いられている。切断の場合は，厚さが5mm程度までの

木材やプラスチックの加工が可能である。（Fig.6)

(3) 3 Dモデリングマシン

フライスと呼ばれる刃物を数値制御で移動させて加工を行う機材である。 三次元形状の加工に加え，プリン

ト基板の加工などにも用いられている。（Fig.7)

(4) カツティングマシン

カッティング、マシンはカッテイングプロッタやペーパーカッターとも呼ばれており，平面のデジタルデータ

を使用して，主に紙やステッカー等を切り出す装置である。（Fig.8)

(5) その他

FL@Mでは，デジタル工作機械に加え，糸のこ盤やドリル盤，テーブルソー，グラインダーといった，ア

ナログ工作機械をはじめ，物体の3Dデータを読み取る 3Dスキャナーも備えている。
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日g.5. 3Dプリンター Magix-1000（武藤工業） Fig.6. レーザー加工機 Hajime（オーレーザー）

Fig.7. 3DモデリングマシンMDX-20（ローランド） Fig.8.カッティングマ、ンン回'IKAsv-12（ローランド）

1-5. ファ部

FL@Mを利用する本校の生徒たちは，デジタノレ・フアプリケーションを楽しむ部活動「ファ部」 に所属し

ている。ファ部の活動は，火曜木曜の放課後，土曜日曜の午前中に行っており， 活動内容としては， FL@M 

の工f判幾械を使ったデ、ジタル・フアプリケーション，地域の様々なイベントでのワークショップ等で、ある。現

在は1年生が6名， 3年生が 10名所属している。（Fig.9)

3Dデータの設計にはDesignSparkを， 2Dデータの設計には Inkscapeをそれぞれ用いている。 また，ABS

やPLA素材の造形には3Dプリンターを，木材やアク リル素材の加工にはレーザー加工機を，それぞれ用いて

いる。ロボット等の電子工作に関しては， ARDUINOを用いている。（Fig.IO)

Fig.9. ファ部の活動の様子（FL@Mfこて） Fig.IO.ロボットのプログラミングの様子
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2. ファ部の活動報告

2-1. これまでの活動報告

ファ部は， FL@Mを活用したデ、ジタノレ・フアプリケーショ ンに加え，地域の様々なイベント活動に参加し

ている。その事例の一部を紹介する。

(1) Maker Faire Tokyo 2015 (2015年8月1日）

圏内最大級のものづくりの祭典「MakerFaire Tokyo 2015」に鳥取大学とチームを組んで出展した。今回は，

3Dプリンターやレーザー加工機で作製した文房具や，鳥取大学と共同製作した四足歩行ロボット等を出展し

た。（Fig.11)

(2) 第 10回マチナ力学園祭 (2015年10月11日）

鳥取市内のパレットとっとり市民ホールで開催されるマチナカ学園祭に参加し， 3Dスキャナーの体験ワー

クショップを実施した。多くの中学生や地域の方が来場し，生徒たちは3Dスキャナーの使い方や，モデリン

グソフトの使い方を丁寧に指導していた。

(3) ふるさと鳥取桜まつり (2016年4月10日）

鳥取市内のきなんせ広場・袋川｜桜土手周辺で毎年開催されている桜まつりに参加し，木製の箱「ファブ箱」

をつくるワークショップを実施した。箱の材料となる木の板をレーザー加工機で切断する様子もデモンス トレ

ーションすることで，視覚的にも楽しめるようにした。ファブ箱は特別な開閉方法を採用しており，参加者に

大変好評であった。

(4) 鳥取市立瑞穂小学校でのワークショップ (2017年2月8日）

鳥取市立瑞穂小学校のクラブ活動に参加し， 3Dベンを使ったオリジナルのサング、ラスを作製するワークシ

ョッブ。を実施した。児童たちが自分で考えた個性的なサングラスを楽しそうに自作する様子が印象的であった。

(Fig.12) 

Fig.11 Maker Faire Tokyo 2015の出展ブース 日g.12. 瑞穂小学校でのワークショップの様子

2-2 平成29年度の活動報告

今年度，ファ部の生徒たちが作製した作品や，参加したイベントの一部を紹介する。
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(1) 第 12回マチナ力学園祭 (2017年10月22日）

今年度も鳥取市内のパレットとっとり市民ホーノレで、開催されたマチナカ学園祭に参加し，オーニソプター（羽

ばたき飛行機）を作製するワークショップを実施した。 （Fig.13）オーェソプターの部品は予め生徒たちが設計

し， 3Dプリ ンターで造形したものを用いた。このワークショ ップに向けて， 生徒たちは事前に何度も試作を

繰り返した。 実際にワークショ ップで、オーニソプターが飛行すると，参加者から大きな歓声が上がっていた。

Fig.13. オーニソプター（羽ばたき飛行機） Fig.14. 慶応大学SFCORFの様子

Fig.15. F姐 WALKER鳥取城北Ver. Fig.16. 目に優しいブックカバー

（テオ・ヤンセン機構） （プロ トタイプ ：右 改良型・左）

(2) 慶応大学SF Cオープンリサーチフォーラム20 1 7 (2017年11月23日）

慶応大学SF Cが毎年開催している研究発表会 「ORF  （オープンリサーチフォーラム）」に参加し， ファ部

の顧問と部員による活動報告と，慶応大学SF C教員とのパネルディスカッションを行った。（Fig.14）活動報

告では，ファブラボ‘の工作機械でつくられた学習用キット 「FABWAL阻R」にテオ・ヤンセン機構を取り入れた

「FABWALKER鳥取城北Ver.J等，今年度の作品を紹介した。（Fig.15）特に大きな反響があった「目に優しい

ブ、ックカバーJは，超音波センサーが内蔵されており，本を顔に近づけ過ぎると， LEDが点灯して警告ブザー

が鳴るというものである。（Fig.16）日本各地から集まったデジタル・フアプリケーションの実践者との交流を

通して，ファ部の可能性を改めて感じることができた。

(3) 総務省プログラミング出前講座 (2017年 12月9日）

岩美町立岩美南小学校で行われた総務省プログラミング出前講座にメンターとして参加した。この講座は，

ファブラボ鎌倉代表の渡辺ゅうか氏を講師に迎え，学習用キット「FABWALKER」を用いて，小学4年生にプロ

グラミングを教えるというものである。 生徒たちは，作業の進め方や，小学生への声掛けの仕方について，事

前のオンライン研修を通して学び，当日の講座では，メンターとしての責任をもって，小学生の立場に立って，
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丁寧に指導していた。

3. 成果と今後の課題

FL@Mの立ち上げから 3年が経ち，社員のネームプレートを自作した会社経営者や，友人の結婚式の記念

品を自作した女性等，様々な利用者がFL@Mに出入りするようになった。 さらに， プログラミング等の高度

な技術を持った利用者が，本校の教員と協力して，ファ部の生徒たちを指導する体制も整いつつある。このよ

うな環境の中で，生徒たちは，デ、ジタル・フアプリケーションを通して，ものづくりのプロセスをはじめ， 3

Dモデリングやプログラミング等の技術を着実に身につけている。そして何よりも，試行錯誤の楽しさや苦し

さ，完成時の達成感等を味わえる貴重な経験を積んでいる。これらの技術や経験は，大学のAO・推薦入試に

おいても高く評価されており，ファ部の卒業生が国立大学の理工系学部に毎年合格している。 また，ブァ部以

外の部活動やコースにおいても，鹿野街道をはじめと した地域と連携した活動が増えてきている。これは，F

L@Mがデジタル・ファブリケーションのための工房としてだけでなく，高校と地域を結ぶ拠点として，機能

し始めてきた成果だと考えられる。

今後は，ものづくりのテーマ設定を教員が行うのではなく，生徒自身が日常の中から課題を見つけ，デジタ

ル・ファブリケーションを通して，それらを解決するというプロセスを大切にしていきたい。そのために，慶

応大学SF C主催のFA Bコンテスト等に出展することで，課題意識と目標をもって， 計画的な活動を進めて

いきたい。さらに，ファ部の活動を通して学んだ多くのことを，先輩から後輩へ伝えることのみならず，それ

らを地域全体と共有しようとする文化を醸成できるかが今後の課題である。これからも，地域に聞かれたもの

づくり工房FL@Mでの出逢いを大切にしていきたい。

田中将省（学校法人矢谷学園 鳥取城北高等学校）




